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合成品、天然由来品を問わず医薬品や機能性食品添加物の分離精製工程において、

吸脱着やクロマトグラフィーは極めて重要な工程の一つである。これらの工程で使用

される分離剤の一つが合成吸着剤である。著者は三菱化成工業株式会社（当時）入社

以来、一貫して新規合成吸着剤の開発と合成吸着剤による新規分離方法の開発研究に

従事し、以下に要約する4種の学術的かつ実用的な成果を挙げた。 

 

1. 複数の工業用合成吸着剤を用いて、分子量の異なる様々な医薬品や機能性食品添

加物の平衡吸着量を測定した。得られた平衡吸着量と合成吸着剤の細孔構造との

相関を検証し、吸着量の最大化には吸着対象化合物の分子量と合成吸着剤の細孔

径とのバランスが重要であることを明確化した。 

2. 工業用合成吸着剤は、逆相系での吸脱着工程やクロマトグラフィー工程に多用さ

れているが、順相系移動相の適用検討を実施し、合成吸着剤でも脂溶性医薬品や

機能性食品添加物の分離精製が可能であることを明確にした。 

3. 医薬品や機能性食品添加物の分離精製要求水準の高度化への対応として、合成吸

着剤のクロマトグラフィー分離挙動の特性化を行い、化合物中に存在する炭素－

炭素不飽和結合に対する強い相互作用に基づく特徴的な分離挙動を示すことを明

らかにした。 



4. 医薬品や機能性食品添加物の分離精製要求水準の高度化に対応すべく、工業用合

成吸着剤の粒子径範囲である 100mm ～ 500mmより小粒子径の合成吸着剤を開発

した。粒子径 20mm および 30mmのポリスチレン系合成吸着剤を商品化するとと

もに、粒子径 30mmのポリメタクリル酸エステル系合成吸着剤を商品化した。ま

た、各粒子径の合成吸着剤の分離性を評価した。小粒子径合成吸着剤が充填され

た HPLCカラムを用いて目的化合物の分離精製条件を最適化したところ、粒子径

の大きな合成吸着剤を用いた効率的な分取精製プロセスの構築が可能であること

を示した。 

 

以上著者は、新規合成吸着剤の開発・商品化とともに、合成吸着剤を利用した様々な

新規分離法を開発した。これらの合成吸着剤や分離法の適用により、医薬品や機能性

食品添加物の精製効率の向上と工業化への寄与が期待される。 
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本論文は，合成吸着剤の物性と被分離化合物との相互作用を解析し，その適用範囲の

拡大および適用条件の最適化に関する研究成果を纏めたものである。従来医薬品等の

製造プロセスに順相系分離法が適用されることは少なかったため，著者は HPLC用ポ
リメタクリル酸エステル系合成吸着剤 CHP2MG（粒子径 10 mm）を用いた検討を行
い，不飽和脂肪酸，トコトリエノール類，コエンザイム Q10等の極めて脂溶性の高い
物質や生薬成分であるシザンドリンを分離分析することに成功した。アミドまたはエ

ステル結合の差異を利用した分離が可能であることもカプサイシン類の分離結果から

示唆された。また，合成吸着剤の酸塩基に対する安定性を活かし，けん化したヘマト

コッカス藻類抽出物から後処理なしに，アスタキサンチンの分離とアルカリの除去を

達成した。さらに，LSER法による解析から，ポリスチレン系・ポリメタクリル酸エ
ステル系合成吸着剤の吸着力は，素材樹脂と被験物質の p 電子および n電子の相互作
用により推察できることを明らかにした。加えて，新たに精密分離用の粒子系 20~30 
mmとなる CHP55A等を開発し，大豆イソフラボンや茶カテキンの精密分離に適用で
きることを実証した。以上，本研究は医薬品成分等の分離精製工程の発展に寄与する

ものであり，博士（薬学）の学位論文として価値あるものと認める。 


